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1949年 7月、大殿生まれ小郡在住の70 歳。
大殿小・中、山口高から九州大経済学部へ。
卒業後県庁に入庁し、シンフォニア岩国、
萩美術館・浦上記念館の建設にも携わった
ほか、環境生活部審議官、県税事務所長を
歴任。蒼幻尺八研究会代表の肩書きも持つ。

津
田
　
隆
さ
ん

634

創
立
20
年
を
迎
え
る
お
ご
お
り
文

化
協
会
会
長

　
会
長
を
務
め
る
お
ご
お
り

文
化
協
会
が
創
立
20
年
を
迎

え
る
。「
先
輩
方
が
培
っ
て

こ
ら
れ
た
も
の
を
引
き
つ
い

だ
だ
け
」
と
謙
虚
に
語
る
。

　
同
協
会
に
は
約
20
団
体
、

４
０
０
人
余
の
会
員
が
所
属

し
、
演
劇
、
邦
楽
、
文
学
な

ど
12
分
野
の
部
会
が
あ
る
。

「
写
真
で
も
た
だ
展
示
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
講
座
も
実

施
し
て
み
る
な
ど
、
切
り
口

を
変
え
る
こ
と
で
多
面
的
な

活
動
に
な
る
」
と
の
趣
旨
か

ら
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
主

催
事
業
で
は
年
ご
と
に
違
っ

た
分
野
へ
と
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
い
る
。

　
会
の
継
続
が
「
地
域
の
若

い
人
や
子
ど
も
達
が
『
こ
ん

な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
な
』

と
い
う
時
の
受
け
皿
に
な

り
、
そ
れ
が
地
域
の
文
化
の

底
上
げ
に
つ
な
が
る
」
と
考

え
て
い
る
。
会
員
数
や
所
属

団
体
の
減
少
、
高
齢
化
、
活

動
へ
の
参
加
者
増
加
に
向
け

た
方
策
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、「
大
学
入
学
後
に
始
め

た
尺
八
を
演
奏
し
て
い
る
時

間
が
い
い
息
抜
き
に
な
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
描
い
た
も
の
を
組
み
合
わ

せ
て
、
漫
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

カ
ー
ド
な
ど
を
作
っ
て
み
る

の
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
作
者
は
九
歳
の
時
、
い
ろ

い
ろ
な
形
を
組
み
合
わ
せ
て

も
の
を
描
く
方
法
を
思
い
つ

き
、
そ
れ
を
も
と
に
こ
の
本

を
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
絵
を
か
く
喜
び
を
知

り
、
達
成
感
を
味
わ
え
ば
、

さ
ら
に
い
ろ
ん
な
絵
が
か
き

た
く
な
る
は
ず
で
す
」

―

皆
さ
ん
も
気
軽
な
気
持
ち
で

た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
ぶ
ど
う
の
木
代
表
・

　
　
　
　
　
　
中
村
佳
恵
）
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こ
の
本
に
は
、
乗
り
物
、

動
物
、
人
、
建
物
、
道
具
な

ど
を
、
簡
単
な
形
を
組
み
合

わ
せ
る
だ
け
で
描
く
方
法
が

紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の

数
全
部
で
約
四
百
種
！

　
た
と
え
ば
、
長
方
形
、
三

角
形
二
つ
、
Ｔ
字
を
三
つ
、

の
形
を
添
え
、
上
の
頂
点
の

一
つ
に
丸
、
も
う
一
つ
に
曲

線
を
つ
け
れ
ば
、
ね
こ
の
基

本
型
。
そ
れ
に
し
ま
模
様
を

加
え
れ
ば
ト
ラ
に
な
る
し
、

水
玉
模
様
に
す
れ
ば
ひ
ょ

う
、
た
て
が
み
を
つ
け
れ
ば

ラ
イ
オ
ン
に
も
な
り
ま
す
。

丸
を
二
つ
で
乗
用
車

の
で
き
あ
が
り
。
そ

れ
に
黒
丸
を
一
つ
加

え
る
と
運
転
手
の
乗

っ
た
車
に
な
り
、
後
ろ
に
赤

丸
を
つ
け
る
こ
と
で
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
た
状
態
を
あ
ら
わ

せ
ま
す
。

　
横
長
長
方
形
の
下
の
二
つ

の
頂
点
に
そ
れ
ぞ
れ
〝<

〞

なんでも 
かけちゃうよ 大村益次郎像（東京都千代田区）

今
年
は
大
村
益
次
郎
遭
難
か
ら
150
年
○

結
果
、
九
段
坂
上
に
決
ま
っ

た
。

　
長
州
藩
で
は
、
早
く
か
ら

幕
末
の
動
乱
に
倒
れ
た
英
霊

を
祀
る
招
魂
場
が
各
地
に
設

け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し

て
東
京
に
も
開
か
れ
る
こ
と

と
な
り
、
６
月
29
日
、
こ
こ

に
、
靖
国
神
社
の
前
身
と
な

る
東
京
招
魂
社
開
設
の
式
典

が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
こ
の
日
は
、
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
か
ら
箱
館
戦
争
に
至

る
３
５
８
８
柱
の
神
霊
が
奉

祀
さ
れ
、
軍
務
局
副
知
事
で

大村
益次郎

（
６
日
付
・
松
前
了
嗣
さ
ん
寄
稿
の
続
き
）

靖
国
神
社

　「
今
日
此
荘
に
至
る
。
途

又
上
野
の
寺
中
を
通
る
。
去

夏
兵
火
の
為
に
楼
門
其
外
多

く
は
消
失
。
此
土
地
を
清
浄

し
て
招
魂
場
を
な
さ
ん
と
欲

す
」

　
こ
れ
は
、
１
８
６
９
（
明

治
２
）
年
１
月
15
日
に
記
さ

れ
た
、
木
戸
孝
允
の
日
記
の

一
部
で
あ
る
。

　
こ
の
日
、
上
野
の
諸
寺
院

の
間
を
通
っ
た
孝
允
は
、
こ

の
地
を
清
浄
に
し
、
招
魂
場

を
建
て
よ
う
と
考
え
た
。
こ

れ
が
、
東
京
に
招
魂
場
を
建

設
し
よ
う
と
発
起
し
た
嚆こ

う

矢し

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
孝
允
は
、
招
魂

場
の
建
設
に
つ
い
て
益
次
郎

と
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
、

６
月
11
日
、
建
設
地
選
定
の

あ
る
益
次
郎
が
神
前
に
祭
文

を
奏
上
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
24
年
後
の
１
８

９
３
（
明
治
26
）
年
に
は
、

靖
国
神
社
に
、
日
本
で
最
初

の
西
洋
式
銅
像
と
な
る
益
次

郎
の
像
が
建
て
ら
れ
た
。

201

（
続
く
。次
回
は
20
日
付
に
掲
載
し
ま
す
）
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 １行記事　ＥＱＷＥＬ子育て無料講演会「ＡＩ時代を活きる子どもの育て方」が、１７日（日）午後１時から南総合センターで。詳細は２日付本紙掲載広告を参照のこと。

11
月
30
日︵
土
︶ま
で
、
コ
ー
プ
こ
こ
と
全
店
レ
ジ
周
辺
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

専
用
の
注
文
番
号
で
、
12
月
１
回
注
文
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
詳
し

く
は
宅
配
担
当
者
ま
で
）

募
金
受
付
期
間

お
店

宅
配

お届けの様子

1801

コ
ー
プ
の
お
店
こ
こ
と
で
は

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
＆
お
せ
ち
な
ど

ご
予
約
受
け
付
け
中
！

　多彩なクリスマスケーキやチキン、おせちやお寿司、
オードブルなど、クリスマスやお正月の食卓を彩る美
味しいごちそうを取り揃えています！
　予約パンフレットは、ここと全店サ
ービスコーナーに置いてあります。

令
和
元
年
台
風
第
19
号
被
害
に
対
す
る

義
援
金
100
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
託

　
10
月
12
日
か
ら
の
令
和
元
年
台
風

19
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
甚
大
な
被
害
に
対
し
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
よ
り
早
く
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
本
赤
十
字

社
山
口
県
支
部
へ
、「
虹
の
助
け
合

い
基
金
」
か
ら
義
援
金
１
０
０
万
円

を
お
届
け
し
ま
し
た
（
11
月
５
日
）。

※
虹
の
助
け
合
い
基
金
…
国
内
外
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自
然
災
害
に
対
し

て
、
迅
速
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
組
合
員
の
募
金
を
積
み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

令
和
元
年
台
風
第
19
号

緊
急
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
の
産
直
パ
ー
ト
ナ
ー
「
サ
ン
く
ら
ふ
と
の
会
」
り
ん
ご
生
産
者

の
方
々
も
、
千
曲
川
の
決
壊
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

募
金
は
、
お
見
舞
い
金
と
し
て
被
災
さ
れ
た
生
産
者
へ
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
日

本
生
協
連
や
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
や
復
興

支
援
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

24日

少
年
鑑
別
所
見
学
会

申
し
込
み
は
21
日
ま
で

　「
山
口
少
年
鑑
別
所
」（
中

央
４
、
☎
０
８
３

－

９
２
２

－

６
５
１
８
）
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
、
24
日（
日
）
午
前
10

時
半
か
ら
正
午
ま
で
、
見
学

会
が
実
施
さ
れ
る
。

　
内
部
見
学
や
性
格
検
査
の

体
験
な
ど
が
で
き
る
。
参
加

無
料
だ
が
、
21
日（
木
）
ま
で

に
要
申
し
込
み
。
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高価買取
 １行記事　２１日午前１０時から梅乃屋で、東洋証券（☎０８３−９２２－２６００）による「宇部興産会社説明会＆（中国Ａ株ファンド）創新セミナー」。事前申込要。

次回は11月20日掲載

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

︻
催
場
︼
14
日︵
木
︶～
18
日

︵
月
︶：
２
０
１
９
山
口
井
筒

屋
　
秋
の
大
絵
画
展
▽
14
日

︵
木
︶～
12
月
25
日︵
水
︶：
お

歳
暮
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー

︻
募ぼ

集し
ゅ
う

︼
無ム

理リ

に
合ゴ

ウ

格カ
ク

塾
ジ
ュ
ク

〜

中
ち
ゅ
う

３さ
ん

宇う

部べ

３
２

－

８
５
２
０

︻
布
遊
び　

結
い
人　

最
後

の
手
作
り
展
示
即
売
会
︼
作

品
及
び
材
料
・
家
具
等
の
販

売
い
た
し
ま
す
。
開
催
日
：

11
月
22
日（
金
）10
時
〜
15
時

場
所
：
防
府
市
台
道
４
７
２

１
矢
通
宅
０
８
３
５

－

３
２

－

０
６
７
２

︻
ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
～
幅
広
い
年
齢
層

へ
幅
広
い
支
援
を
～
︼
11
月

︻
第
30
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
山

口
児
童
作
品
展
︼

11
月
16
日（
土
）17
日（
日
）

10
時
か
ら
山
口
市
民
会
館
展

示
ホ
ー
ル
で
開
催
。
16
日
10

時
か
ら
表
彰
式
を
開
始
。
ま

た
、
16
日
の
み
15
時
半
ま
で

お
花
の
無
料
体
験
が
あ
り
ま

す
。
展
示
時
間
は
、
16
日
19

時
ま
で
。
17
日
は
15
時
半
で

終
了
い
た
し
ま
す
。

︻
カ
メ
ラ
片
手
に
漫そ

ぞ

ろ
歩
き

写
真
展
︼
山
口
市
内
の
元
気

な
シ
ル
バ
ー
世
代
が
、
日
頃

撮
り
溜
め
た
写
真
を
展
示
し

ま
す
。
11
月
13
日
〜
18
日
、

９
時
〜
17
時
（
初
日
13
時
か

ら
、
最
終
日
16
時
ま
で
）

会
場
↓
山
口
市
菜
香
亭

︻
筝
に
よ
る
子
供
の
為
の
楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
︼
11
月
24

日（
日
）13
時
よ
り
小
郡
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
文

化
庁
筝
教
室
参
加
者
で
さ
く

ら
の
大
合
奏
や
日
本
舞
踊
と

筝
の
コ
ラ
ボ
「
さ
く
ら
幻
想

曲
」、
ア
ニ
メ
曲
な
ど
。
入

場
無
料
。
☎
０
８
３
９
７
２

５
０
２
７
佐
藤

︻
募
集
︼
11
月
16
日（
土
）
午

後
１
〜
３
時
。「
好
き
な
動

物
の
絵
を
描
き
ま
し
ょ
う
」

参
加
費
無
料
。
対
象
幼
稚
園

児
。
先
着
12
名
。
会
場
：
山

口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン

タ
ー
。
街
な
か
大
学
主
催

（
申
込
問
い
合
わ
せ
・
０
９

０

－

９
４
６
４
７
７
１
１
　

藤
木
ま
で
）

︻
新
年
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
︼

本
紙
新
年
号
の
１
面
を
飾
る

風
景
写
真
を
募
集
中
。
最
優

秀
賞
は
賞
金
３
万
円
。
撮
影

対
象
や
応
募
方
法
等
、
詳
細

は
チ
ラ
シ
や
サ
ン
デ
ー
山
口

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
を
。

12
月
５
日（
木
）締
め
切
り
。

学　
　

ぶ

展　
　

示

催　
　

し

お
知
ら
せ

コ
ン
サ
ー
ト

30
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
山

口
県
総
合
保
健
会
館
に
て
。

講
演
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ

レ
ン
ジ
の
会
理
事
　
鈴
木
美

登
里
氏
。
無
料
。
☎
０
８
３

－

９
０
２

－

２
６
７
２
　
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ご
面
相

軽
や
か
に
海
辺
や
高
原
を
走
る
の
を
見
る

と
、
い
い
な
あ
、
乗
れ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う

な
あ
、
と
は
思
う
。
美
男
美
女
が
談
笑
し
な

が
ら
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
う

ら
や
ま
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
運
転
で
き
な
い
の
で
、
外
か
ら
車
を
眺
め

る
こ
と
に
な
る
。
バ
ス
の
中
か
ら
見
た
り
、

交
差
点
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
時
や
、
歩

い
て
い
る
時
、
向
か
っ
て
く
る
車
を
見
る

と
、
近
頃
と
み
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　
車
の
デ
ザ
イ
ン
が
猛
々
し
い
の
で
あ
る
。

攻
撃
的
な
面
相
が
多
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

車
を
見
る
の
は
、
真
正
面
が
多
い
。
車
の
前

　
私
は
車
を
運
転
し
な
い
の
で

車
の
こ
と
は
良
く
わ
か
ら
な

い
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
、
車
が

面
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
か
ら
下
の
デ
ザ
イ

ン
が
、
動
物
が
歯
を
ギ
ュ
ッ
と
む
き
出
し

て
威
嚇
す
る
、
そ
ん
な
形
が
多
い
。
銀
色

の
金
属
が
前
面
に
襲
い
掛
か
る
牙
の
よ
う

に
鋭
く
並
ん
で
い
る
。
怖
い
。
シ
ッ
ク
で

エ
レ
ガ
ン
ト
な
デ
ザ
イ
ン
の
車
に
は
な
か

な
か
出
会
わ
な
い
。

　
運
転
し
て
い
る
人
達
は
、
特
に
若
い
人

の
顔
は
、
優
し
い
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。

七
十
代
以
上
の
人
達
に
よ
く
見
か
け
る
四

角
く
鰓え

ら

の
張
っ
た
顔
は
な
い
。
男
女
を
問

わ
ず
髪
の
毛
が
ふ
ん
わ
り
と
額
に
か
か

り
、
唇
は
小
さ
い
。
長
い
白
い
手
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
っ
て
い
る
。
が
、
乗
っ
て
い
る

車
は
猛
々
し
い
。
今
か
ら
戦
に
行
く
よ
う

な
車
の
面
相
だ
。
運
転
者
の
心
は
見
え
な

い
け
れ
ど
、
穏
や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
皆
さ
ん
、
ご
安
全
に
。



2019年（令和元年）１１月１３日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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